
略歴書 

 

木全 宏之（きまた ひろゆき） 
高圧ガス保安協会 高圧ガス部 審議役、博士(工学)、技術士、 

一級建築士、1級土木施工管理技士 

 

【専攻分野】耐震工学全般 

 

【本会活動】 

理事（事業企画担当）    ：2010年 6月～2012年 5月 

理事・副会長（総務・会計・会員・広報担当） 

：2016年 6月～2018年 5月 

 性能規定型耐震設計法に関する研究委員会 委員 

：2004年 4月～2006年 3月 

 事業企画委員会 委員長  ：2010年 6月～2012年 5月 

将来構想委員会 委員長  ：2016年 6月～2018年 5月 

17WCEE 運営委員会 監事：2018年 4月～2021年 3月 

 

【略歴】 

1982年 名古屋大学大学院工学研究科土木工学専攻修了 

1982年 清水建設株式会社入社（土木設計部） 

2008年 株式会社大崎総合研究所 研究部長（兼務） 

2013年 清水建設株式会社 担当部長（土木技術本部設計第二部） 

2014年 高圧ガス保安協会入社 審議役（高圧ガス部） 

現在に至る 

 

【受賞】 

特になし 

 

【委員会活動(直近 5年間）】 

・土木学会 地震工学委員会 委員（2005年 4月～） 

・土木学会 地震工学委員会 地震防災技術普及小委員会 委員長 

（2011年 4月～2015年 3月） 

 ・  同  顧問（2015 年 4月～） 

・土木学会 レジリエンス確保に関する技術検討委員会 コンビナート分科会 委員 

（2017年 6月～2018 年 6月） 

 

【著書および主要論文(代表的なもの 10編以内)】 

・実務の先輩たちが書いた土木構造物の耐震設計入門，(社)土木学会，丸善，2001（共著）. 

・実務に役立つ耐震設計入門，(社)土木学会，丸善，2011（共著）. 

・交通ネットワークを支える免震と制震の技術，(社)土木学会，丸善，2012（共著）. 

・木全宏之，藤田豊，堀井秀之：動的クラック進展解析による重力式コンクリートダム

の耐震安全性評価，土木学会論文集，No.787/Ⅰ-71，pp.137-145，2005. 

・木全宏之，藤田豊，堀井秀之，Mahmoud YAZDANI：基礎岩盤の不連続性を考慮した重

力式コンクリートダムの地震時挙動，土木学会論文集 A1（構造・地震工学），Vol.68，

No.4，pp.I_891- I_898，2012. 

・木全宏之，堀井秀之，Mahmoud YAZDANI：基礎岩盤の不連続面の進行性破壊を考慮し

たアーチ式コンクリートダムの耐震安全性評価，土木学会論文集 A1 (構造・地震工学)，



Vol.69，No.4(地震工学論文集第 32巻)，pp.I_9-I_19，2013. 

・長谷部雅伸，大竹健司，古村孝志，木全宏之，征矢雅宏，石井やよい，佐藤俊明：南

海トラフでの最大クラスの地震を想定した瀬戸内海における津波伝搬シミュレーショ

ン，土木学会論文集 B2（海岸工学），Vol. 68，No.2，pp.I_166- I_170，2012. 

・木全宏之，小山田賢治，大野卓志：遠心模型振動実験による球形貯槽の動的相互作用

に関する検討，日本地震工学会第 13回年次大会梗概集，2017. 

・木全宏之，小山田賢治，大野卓志，藤田豊：杭基礎を有する高圧ガス設備の動的相互

作用に関する解析的検討，第 15回日本地震工学シンポジウム，2018. 

 ・H. Kimata, K. Oyamada, T. Ohno：EVALUATION OF SEISMIC PERFORMANCE OF 

HIGH PRESSURE GAS EQUIPMENT AGAINST LARGE-SCALE EARTHQUAKE，17th 

World Conference on Earthquake Engineering，2020 (in submission). 

 

【所信】 

1．基本的考え 

 「本会活動」で示したとおり、これまで理事を二期務めました。特に二期目は総務・会

計・会員・広報担当の副会長を務め、日本地震工学会の活動全般を熟知しているつもりで

す。監事として選出いただけましたら、何よりこれまでの本会活動経験を活かし、職責を

全うする所存です。 

 また、「略歴」に示すとおり、民間建設会社にて土木・建築・地盤分野の耐震関連業務に

従事し、その後特別法人にて機械分野の耐震関連業務に従事しております。これまでの「分

野横断」の耐震関連業務経験、組織運営経験や人脈等を監事としての職務に活かしたいと

考えます。申し上げるまでもなく、「分野横断」は本会設立目的のキーワードです。 

 

2．重要事業への貢献 

 本会にとって今後の最重要事業の一つである第 17回世界地震工学会議が 2021年度に約 1

年延期開催されることになりました。2018年 4月より 17WCEE 運営委員会の監事を務めて

おり、2021年度からの本会監事と併任させていただければ、当会にとってより円滑な組織・

事業運営が見込まれ、貢献できるものと考えます。 

また、2021年度は、本会設立 20 周年、2011年東日本大震災 10周年の節目であり、関連

する記念事業の開催も見込まれます。これら重要事業に全力で取組み、貢献する所存です。 

 

3．倫理綱領の改定・普及 

 論文データ改ざん等、最近、地震工学分野でのコンプライアンス違反が散見されている。

再発防止に向けては、本会には倫理綱領が制定されているものの、十分でなく、倫理綱領

の改定が必要と考えられます。監事として早急に倫理綱領の改定に着手し、普及を図りた

いと考えます。 

 

いずれにしても（監事として選出いただけるか否かは別として）、一会員として微力なが

ら、日本地震工学会の発展ならびに地震工学および地震防災に関する学術・技術・教育の

進歩発展に貢献し、地震災害の軽減に尽力していきたいと考えております。どうぞ宜しく

お願い申し上げます。 

以上 


